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７月２８日にわたぼうし・いおりユニット合同で流しそうめんを行いました。

室内で行いましたが、流し用の竹筒を安定させるのが難しく、箱等の土台では

うまく流れず、天井から糸で竹筒を吊り下げ安定させスムーズに流すことがで

きました。 箸やフォークで流れるそうめんをすくい「やっぱりおいしい！」

「流して食べると どうしてこんなに美味しいのかしら？」とみなさんお話し

しながら楽しそうに召し上がっていました。１０玉ほど召し上がられている方

もいらっしゃいました。 他にもさくらんぼやミカンを流し大盛り上がりでし

た。  

日本には、五感を使った様々な方法で食を楽しむ文化があり、

なかでも「流しそうめん」は舌で涼む日本の夏の風物詩です。

竹製の樋(とい)を使ってそうめんを流し、箸で掴まえて めん

つゆにつけて食べる「流しそうめん」 

その発祥には諸説あるようです。古くは江戸時代の琉球 那覇

湾の一角に崖下から落下する清冽な泉流の上源からそうめん

を流しそれをすくって食べるのが夏の遊興の一番の楽しみで

あったようです。数百年も前から日本の夏には「流しそうめん」

がありました。 

流
し
そ
う
め
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  こんにちは、管理栄養士のかげやまです。 

毎日暑いですね。みなさん体調はいかがです

か？ 今日は水分のお話です。 

アクイールでは3回のお食事と10時と15時

にお茶をお出ししていますが、中にはそのま

まだとむせてしまって飲めなかったりする

方もいらっしゃるので、お茶とジュースをゼ

リー状にしたものも一緒に出しています。 

水分不足にならないようにおひとりおひと

りの状態にあわせています。 

 

ご
利
用
者
よ
り
～ 

「
今
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
お
墓
参
り
に
行
け
な
か
っ
た
か
ら
、
お
線
香
を
あ
げ
る
事
が
で
き
て
感
無
量
で

し
た
。
嬉
し
か
っ
た
よ
。」
と
涙
を
流
さ
れ
て
い
る
方 

「
い
つ
も
主
人
に
会
い
た
い
と
思
っ
て
、
夢
で
会
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど
・
・ 

お
線
香
を
通
じ
て
主
人
と
話

せ
た
よ
。
」
と
笑
っ
て
話
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

左 お茶ゼリー（ほうじ茶）   右 ミルクティゼリー 

 

 

 お
知
ら
せ 

 

ご
面
会
に
関
し
て
で
す
が
、

引
き
続
き
、
今
ま
で
の
制
限
を

継
続
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

状
況
が
変
わ
り
、
見
通
し
が
立

っ
た
時
点
で
ご
連
絡
を
致
し

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

規
模
を
縮
小
し
た
イ
ベ
ン

ト
に
関
し
て
で
す
が
、
八
月
に

花
火
大
会
、
九
月
に
各
ユ
ニ
ッ

ト
・
多
床
室
で
敬
老
の
お
祝

い
、
十
月
に
秋
祭
り
・
縁
日
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

オ
ン
ラ
イ
ン
面
会
の
ご
予

約
は
い
つ
で
も
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

８月１３日～１６日館内玄前

フロアーに盆棚飾りを設置 

しました 

夏の綺麗な花す 

オレンジ色が綺麗な

キバナコスモス 

様々な形の花を咲かせる 

ジ二ア 

大輪の花  

ひまわり 

秋祭りにスイートポ

テトになる予定の 

さつまいも 

８月１３日～１６日館内玄関前フロアーに

盆棚飾りを設置しました 


